
　
お
て
つ
ぎ
信
行
奉
仕
団
は
昭
和
38
年
（
1
9
6
3
）
に
最

初
の
団
体
の
ご
登
嶺
を
い
た
だ
い
て
か
ら
、
来
年
で
60
年
目

と
な
り
ま
す
。
知
恩
院
で
の
実
践
活
動
・
宗
教
体
験
を
通
し

て
、
日
ご
ろ
の
生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
私

た
ち
一
人
一
人
が
心
か
ら
お
念
仏
を
喜
ぶ
念
仏
者
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

酒
井 

淳
三
さ
ん（
和
歌
山
教
区
地
蔵
寺
）

登
嶺
回
数：14
回
目

3
年
ぶ
り
の
奉
仕
団
で
し
た
が
、落
慶

し
た
綺
麗
な
御
影
堂
に
お
参
り
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。住
職
が
熱
心
に
呼
び
掛

け
て
く
だ
さ
り
、普
段
か
ら
お
寺
に
行

く
機
会
が
多
く
、檀
家
同
士
仲
も
良
い

で
す
。知
恩
院
に
お
参
り
で
き
る
有
難

さ
に
感
謝
し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
も
体
力
の
続
く
限
り
、毎
年
登
嶺
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

8月 30日
9月   4 日
9 月 11 日
9月 27 日

登嶺日
和歌山
奈良
兵庫
京都

教　区
加有
第七
明石
-

組
地蔵寺
福應寺
西光寺

桃山霊跡参拝団

寺院名・団体名
17
14
13
12

参加人数
宿泊
日帰り
宿泊
日帰り

日程

〈8・9月登嶺奉仕団〉
次の方々が知恩院に参拝、ご奉仕くださいました。
ありがとうございました。

【お申込み・お問い合わせ】

おてつぎ運動本部　TEL 075-541-5142

お
て
つ
ぎ
信
行
奉
仕
団

特
集

﹇
信
行
奉
仕
団
の
2
日
間（
ま
た
は
日
帰
り
）の
流
れ
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
﹈

結団式
「信行奉仕団の誓い」の宣誓、団旗授与の後、記念撮影を行います。

礼拝・法話
阿弥陀仏へ向かい五体投地接足作礼（両膝・両肘・額を地につける礼拝の形）を行います。

立ったり座ったりが難しい方は座ったまま礼拝していただきます。
　最後に指導員の僧侶（知恩院布教師）から法話を拝聴します。

1日目2日目

清掃奉仕

御廟参拝

法話 解団式

夕食

映画上映

入浴・就寝

境内の掃き掃除や堂内の雑巾がけなどをしていただきます。
季節や天候によって内容は変わります。

法然上人の御廟へお参りいただきます。

全国の寺院や檀信徒の方々から
ご寄進いただいた雑巾を使用しています。

御影堂参拝
法然上人に登嶺のご報告をいたします。移動は全て念仏行道で歩きます。

別時念仏
日常とは違う知恩院の静寂なお堂で、
時間と場所を設けてお称えするお念仏。

昼食
野菜を中心とした精進料理をいただきます。

晨朝法要
御影堂の法要に参列。

朝の清らかな空気に身も心も
引き締まります。

　信行奉仕団を締めくくる式です。
知恩院執事よりお礼のご挨拶を

申し上げます。

朝食

解団式

■宿泊（和順会館に移動） ■日帰り

登嶺者の声
※

檀
信
徒
さ
ま
が
安
心
し
て
過
ご
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
万
全
の
感
染
症
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は

多
大
な
ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す

が
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

定　
員    

1
日
に
つ
き
合
計
80
名
ま
で

参
加
費　
日
帰
り
１
人
3
、0
0
0
円

宿
泊
１
人
6
、7
0
0
円

（
冥
加
料
6
、5
0
0
円
、
京
都
市

宿
泊
税
2
0
0
円
）

※

日
帰
り
で
の
奉
仕
団
も
ぜ
ひ  

　
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
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